
　
一
般
国
道
4
6
5
号
は
、
茂

原
市
を
起
点
に
い
す
み
市
、
君

津
市
を
経
て
富
津
市
の
終
点
に

至
る
延
長
約
75
㎞
の
幹
線
道
路

で
、
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
開
通
し
た
木
更

津
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
東
金
ジ
ャ
ン

ク
ション
に
至
る
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）と
並

行
す
る
よ
う
に
、
房
総
半
島
の

ほ
ぼ
中
央
部
を
東
西
に
横
断
し

て
い
ま
す
。

　
君
津
市
選
出
の
川
名
寛
章
県
議
の
令
和
3
年
度・

県
政
報
告
を
お
届
け
し
ま
す
。連
続
7
期
の
川
名
県

議
は
、君
津
市
民
は
も
と
よ
り
、県
民
の
安
全・安
心

を
守
り
、明
日
へ
の
発
展
を
期
す
政
策
を
力
強
く
推
し

進
め
て
い
ま
す
。特
に
、通
勤
通
学
、物
流
、観
光
か
ら

緊
急
時
の
物
資
輸
送
な
ど
に
直
結
す
る
道
路
問
題
は

も
ち
ろ
ん
、小
糸
川
の
整
備
、更
に
は
港
湾
整
備
、交

通
安
全
施
設
、そ
し
て
君
津
市
の
将
来
を
導
く「
総
合

計
画
」策
定
に
参
画
す
る
な
ど
八
面
六
臂
の
活
躍
ぶ

り
で
す
。今
回
は
、そ
の一端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

道路整備に全力

　
主
に
房
総
の
山
間
地
を
通
る

た
め
、
道
幅
が
狭
く
、
急
カ
ー

ブ
が
連
続
し
、
ト
ン
ネ
ル
も
多
い

こ
と
か
ら
大
型
車
等
の
す
れ
違

い
が
困
難
な
箇
所
が
あ
り
、
特

に
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
大
型

観
光
バ
ス
の
通
行
が
増
え
、
渋

滞
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
君
津
土
木
事
務
所

で
は
、
幅
員
狭
小
区
間
や
線
形

不
良
個
所
を
解
消
し
、
緊
急
輸

送
道
路
と
し
て
の
機
能
確
保
や
、

周
辺
観
光
や
南
房
総
への
ア
ク
セ

ス
向
上
を
図
り
、
安
全
で
円
滑

な
交
通
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
君
津
市
黄
和
田
畑
で
の
拡
幅

事
業
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
令

和
5
年
度
ま
で
の
全
体
計
画

で
、
延
長
2
，1
0
0
㍍
、
幅

員
6
㍍（一部
10
㍍
）、
事
業
費

34
億
8
千
万
円
。
既
に
前
倒
し

し
て
部
分
供
用
し
た
6
0
0
㍍

を
含
む
1
，
7
0
0
㍍
が
完
成

し
て
い
ま
す
。

　
残
る
4
0
0
㍍
区
間
の
う

ち
、
蔵
玉
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅
工

事
は
、
令
和
4
年
度
の
完
成
を

目
指
し
、
通
行
車
両
の
安
全
を

確
保
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
、

そ
の
他
の
区
間
に
つい
て
は
、
早

期
供
用
を
目
指
し
て
道
路
改
良

工
事
を
進
め
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

令
和
３
年
度・県
政
報
告

令
和
３
年
度・県
政
報
告

令
和
３
年
度・県
政
報
告

　
国
道
4
1
0
号
は
、
館
山
市

北
条
を
起
点
に
、
木
更
津
市
の

国
道
16
号
長
須
賀
交
差
点
を

終
点
と
す
る
総
延
長
1
3
2
㎞

の一般
国
道
で
す
。

　
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
分

を
南
北
に
縦
断
す
る
国
道
で
、

千
葉
県
中
央
地
域
と
南
房
総
地

域
を
結
び
、
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道（
圏
央
道
）や
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と一体
と
なって

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、

館
山
自
動
車
道
な
ど
高
規
格
道

路
の
整
備
効
果
を
南
房
総
地
域

に
も
た
ら
す
重
要
な
幹
線
道
路

で
す
。

　
た
だ
、
幅
員
が
狭
く
、
カ
ー

ブ
も
多
い
上
、
山
間
部
を
通
る
の

で
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
が
多
い
こ

と
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど

大
型
車
両
の
交
互
通
行
が
難
し

いこ
と
が
指
摘
さ
れ
てい
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
現
道
の
バ
イ
パ
ス

化
、
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅
、
橋
梁
の

架
け
替
え
な
ど

が
計
画
さ
れ
、

工
事
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。

※

　
前
号
で
も
ご

紹
介
し
ま
し
た

が
、
国
道
4
1 

0
号
久
留
里
馬

来
田
バ
イ
パ
ス

は
、
圏
央
道
木

更
津
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
か

ら
南
房
総
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス

強
化
を
図
る
た

め
、
君
津
市
広

岡
か
ら
袖
ヶ
浦
市
高
谷
間
15
・ 

7
㎞
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
9
6
億
円
余
り
の
総
事
業
費

で
、
昭
和
60
年
度
〜
令
和
5
年

度
の
全
体
計
画
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
12
・
2
㎞
が
完
成
し
て
い

ま
す
。

　
君
津
土
木
事
務
所
で
は
、
君

津
市
広
岡
か
ら
向
郷
ま
で
の
残

る
3
・
5
㎞
区
間
の
う
ち
、
芋

窪
で
は
橋
梁（
4
号
橋
）工
事

を
進
め
て
お
り
、
令
和
5
年
度

の
供
用
を
目
指
し
、
全
線
で
道

路
改
良
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て
、
人

家
が
多
く
、
幅
員
の
狭
い
現
道

を
迂
回
し
て
通
行
が
円
滑
と
な

り
、
市
街
地
で
の
混
雑
緩
和
と

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

君津市芋窪で進む国道410号の橋脚工事（4号橋）

令
和
4
年
度
完
成
を
目
指
し
て
進
む

国
道
4
6
5
号
蔵
玉
ト
ン
ネ
ル
拡
張
工
事
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千
葉
県
に
は
多
く
の
河
川

が
あ
り
ま
す
が
、
一
級
河
川
で

あ
る
利
根
川
に
次
い
で
長
い
の

が
君
津
市
を
流
れ
る
二
級
河

川
、
小
櫃
川
で
延
長
88
㎞
あ

り
ま
す
。

　

小
櫃
川
に
次
い
で
長
い
川

が
、
二
級
河
川
、
小
糸
川
で
、

延
長
80
㎞
、
流
域
面
積
1
4 

8
平
方
㎞
。
小
櫃
川
と
同
じ

く
清
澄
山
に
連
な
る
房
総
丘

陵
を
源
と
し
、
上
流
の
山
間

総
合
計
画
を
審
議

　
君
津
市
選
出
の
川
名
寛
章
県

議
は
、
知
識
経
験
を
有
す
る
者

と
し
て
、
君
津
市
総
合
建
設
審

議
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
君
津
市
が
、
令
和
3

年（
2
0
2
1
年
）に
市
制
施

行
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
し
て

「
総
合
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と

に
な
り
、
令
和
3
年
4
月
に
た

た
き
台
が
審
議
会
に
示
さ
れ
ま

し
た
。
次
い
で
、
8
月
に「
基

本
構
想
」案
が
諮
問
さ
れ
、
同

部
と
中
流
の
丘
陵
地
帯
を
蛇

行
し
な
が
ら
北
に
向
か
い
、
途

中
で
西
に
向
き
を
変
え
て
君
津

市
内
を
抜
け
、
東
京
湾
に
注

ぎ
ま
す
。

　

山
間
部
を
蛇
行
し
な
が
ら

流
れ
、
中
流
域
で
は
特
に
川
幅

が
狭
い
こ
と
か
ら
水
を
流
す
能

力
が
不
足
し
て
お
り
、
更
に
岸

辺
の
竹
な
ど
の
繁
茂
に
よ
っ
て

水
の
流
れ
が
阻
ま
れ
て
過
去
に

何
度
も
洪
水
が
発
生
し
て
い
ま

　
「
千
葉
県
議
会
港
湾
整
備
振

興
推
進
議
員
連
盟
」の
川
名
寛

章
会
長
は
令
和
3
年
8
月
28

日
、「
令
和
3
年
度
千
葉
県
港
湾

整
備
促
進
協
議
会
」（
高
松
利

明
会
長
）の
総
会
で
決
議
さ
れ

た『
千
葉
県
の
港
湾
、
海
岸
の

整
備
・
振
興
に
関
す
る
要
望
・

決
議
』書
を
、
船
橋
市
の
松
戸

市
長
と
と
も
に
国
土
交
通
省
や

千
葉
県
選
出
の
国
会
議
員
に
提

出
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
W
E
B
形
式
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
小
林
茂

樹
・
大
臣
政
務
官
、浅
輪
宇
充
・

港
湾
局
長
に
、
令
和
4
年
度
か

ら
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
千

葉
港
海
岸
船
橋
地
区
の
保
全
施

設
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
要
望
・
決
議
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
川
名
寛
章
県
議
が
顧
問
を
務

め
る
千
葉
県
交
通
安
全
施
設
業

協
同
組
合（
増
田
孝
理
事
長
）

の
代
表
ら
は
令
和
3
年
11
月
26

日
、
千
葉
県
議
会
に
信
田
光
保

議
長
を
訪
ね
、
交
通
安
全
施
設

に
関
す
る
陳
情
・
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
6
月
に
八
街
市
で

起
き
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
児
童

の
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
で
、
子

供
た
ち
の
命
を
守
る
交
通
安
全

対
策
が一層
重
要
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
の
要
望
と
な
り

ま
し
た
。

　
要
望
書
で
は
、
交
通
事
故
か

ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の
防

護
柵
設
置
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
意
識
を
高
め
る
カ
ラ
ー
舗

装
、
抜
け
道
道
路
の
速
度
抑
制

な
ど
と
と
も
に
、
事
業
予
算
の

拡
充
や
発
注
制
度
の
改
革
を
求

め
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
組
合
で
は
毎
年
、

県
管
理
道
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

清
掃
な
ど
継
続
的
な
地
域
貢
献

活
動
に
合
わ
せ
、
道
路
標
識
の

点
検
診
断
結
果
を
千
葉
県
と

各
土
木
事
務
所
に
報
告
し
て
い

ま
す
。

重要性増す交通安全施設
協同組合が要望

月
に
審
議
会
か
ら
市
長
に
答
申

さ
れ
ま
し
た
。
君
津
市
で
は
、

策
定
の
趣
旨
と
し
て
次
の
様
に

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
「
君
津
市
の
人
口
の
実
情
、

次
期
総
合
戦
略
に
お
け
る
将
来

人
口
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
現

時
点
で
の
将
来
人
口
9
万
人
は

達
成
困
難
な
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
2
年
の
台
風
15

号
・
19
号
及
び
10
月
の
大
雨
に

よ
る
災
害
を
教
訓
と
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
早
期
に
求
め
ら
れ
る

中
、
改
め
て
本
市
の
将
来
ビ
ジョ

ン
を
描
き
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
2
0
2
1
年
に
市
制
50
周

年
を
迎
え
、
次
な
る
50
年
に
向

け
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
に

当
た
っ
て
、
新
た
な
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
す
」

　
新
総
合
計
画
は
、
将
来
の
都

市
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

な
ど
を
示
す「
基
本
構
想
」と
、

基
本
構
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
重
点
戦
略
プ
ロ
ジェク
ト
、
分

野
ご
と
の
施
策
、
指
標
、
目
標

値
な
ど
を
定
め
た
「
基
本
計

画
」、
基
本
計
画
に
定
め
る
施

策
を
推
進
す
る
た
め
、
1
年
ご

と
の
予
算
、
事
業
計
画
を
定
め

た「
実
施
計
画
」か
ら
成
っ
て
い

ま
す
。

●「
基
本
構
想
」＝
令
和
4
年

（
2
0
2
2
）〜
同
12
年
度

（
2
0
3
0
）計
画
期
間
9
年

●
基
本
計
画
＝
▽
前
期
5
年
間
・

令
和
4
年（
2
0
2
0
）〜

令
和
8
年
度（
2
0
2
6
）▽

後
期
4
年
間
・
令
和
9
年

（
2
0
2
7
）〜
令
和
12
年
度

（
2
0
3
0
）

●
実
施
計
画
＝
単
年
度
ご
と

　
な
お
、
令
和
4
年
2
月
、「
前

期
基
本
計
画
」案
が
諮
問
さ
れ
、

同
月
に
審
議
会
か
ら
市
長
に
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
要
望
に
対
応

す
。
中
流
域
の「
流
下
能
力
」

不
足
が
治
水
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

河
に
土
砂
の
堆
積
が
著
し

く
、
水
流
の
阻
害
や
水
質
悪

化
、
外
来
植
物
の
繁
茂
等
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
管
理

者
で
あ
る
県
は
、
河
を
浚
渫
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
川
名
県
議
は
、
君

津
市
民
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た

小
糸
川
河
川
内
の
整
備
を
要

望
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
県
で
は
、
河
道
内
に
堆

積
す
る
土
砂
や
繁
茂
す
る
竹
に

つ
い
て
、
令
和
2
年
度
に
創
設

さ
れ
、
令
和
6
年
度
ま
で
の
時

限
措
置
で
あ
る「
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
債
」を
活
用
し
、
河
川

の
越
水
に
よ
る
人
家
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
区
間
な
ど
に
お

い
て
、
計
画
的
に
浚
渫
や
伐
採

を
行
って
お
り
ま
す
。

　

②
小
糸
川
で
は
、
国
道
1 

2
7
号
線
よ
り
下
流
で
、
竹
の

繁
茂
が
著
し
い
箇
所
で
、
令
和

3
年
度
に
竹
木
伐
採
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

③
竹
木
伐
採
に
引
き
続
き
、

河
道
内
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今

後
も
適
切
な
河
川
機
能
の
維

持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
大
規
模
地
震
、
津
波
・
高

潮
へ
の
防
災
力
強
化
を
図
る

こ
と

②
地
域
を
支
え
る
物
流
機
能
の

充
実
強
化
及
び
海
上
交
通
施

設
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と

③
銚
子
沖
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
導
入
に
際
し
て
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
の
利
用
が
見
込
ま
れ

る
名
洗
港
の
整
備
促
進
を
図

る
こ
と

④
港
湾
・
海
岸
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
の
促
進
を
図
る

こ
と

⑤
賑
わ
い
の
あ
る
水
際
線
の
創

出
及
び
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
木
更
津
港
港
湾
緑
地

及
び
船
溜
ま
り
の
整
備
促
進

を
図
る
こ
と

⑥
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を

図
る
た
め
、
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
に
選
定
さ
れ
た
木
更

津
港
で
、
最
大
級
の
輸
送
船

舶
に
よ
る
一
括
大
量
輸
送
に

対
応
し
た
港
湾
施
設
整
備
を

国
策
と
し
て
推
進
す
る
こ
と

　
な
お
、
千
葉
県
港
湾
整
備
促

進
協
議
会
は
、「
港
湾
関
係
者
相

互
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
共
同
し
て
本
県
港
湾
の

整
備
改
善
を
促
進
し
、
ま
た
は

啓
発
す
る
こ
と
」を
目
的
に
、

平
成
5
年
7
月
に
設
立
さ
れ
、

港
湾
関
係
の
団
体
の
ほ
か
、
千

葉
市
、
銚
子
市
、
木
更
津
市
、

市
原
市
、
富
津
市
の
市
長
が
役

員
と
なって
い
ま
す
。

港湾整備で国に要望

小糸川の整備

君
津
市
制
50
年

小
糸
川
の
河
道
内
で
進
む
堆
積
土
砂
の
撤
去

要望をWEB形式で
提出する川名県議

川名ひろあき県議会リポート 〈2〉令和4年8月20日（土）


